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1847年善光寺地震の
地表地震断層に関する既存資料の整理
Compilation of Previous Reports on Surface Ruptures 
Associated with the 1847 Zenkoji Earthquake
杉戸　信彦
Nobuhiko Sugito
１．はじめに
　活断層から発生する大地震の規模や強震動を適切に予測するためには、変動地
形学的手法に基づいて、活断層と地表地震断層の関係をくわしく検討する必要が
ある。しかし約2000の活断層が分布する日本列島であっても、こうした検討の対
象となりうる事例は決して多くない。とくに逆断層型の活断層に注目すると，明
治以降に顕著な地表地震断層が生じた事例は、1896年陸羽地震（松田ほか，1980
など）や1945年三河地震（杉戸・岡田，2004など）など数例のみである。
　そこで本稿では、江戸時代後期に長野盆地西縁断層帯から発生し顕著な地表地
震断層が生じた1847年善光寺地震に着目し、航空写真判読と現地調査、ならびに
既存資料のまとめを実施して、地表地震断層の出現位置と特徴を変動地形学的観
点から図表に整理した。
　長野盆地西縁断層帯（図1）は、関田山地から犀川丘陵の東縁部に発達する西
側隆起の逆断層帯であり（Okada and Ikeda，2012など）、最新活動である1847
年善光寺地震の際には大部分が活動した（Sugito et al.，2010など）。地震の規
模はM7.4と推定され、死者は8174名に及んだ（宇佐美ほか，2013）。
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中田・今泉編，2002）などを参考とした。Sugito et al.（2010）や杉戸ほか（2013a，
b）に掲載の知見も反映させた。 
図1 長野盆地西縁断層帯の分布
Sugito et al.（2010）を一部改編。陰影図は国土地理院基盤地図情報数
値地図50 mメッシュを使用して作成。実線は活断層線。×印は1847年
善光寺地震の震央（宇佐美ほか，2013）。 
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2．1847年善光寺地震の地表地震断層に関する知見の整理
　本稿ではまず、航空写真判読と現地調査を行って長野盆地西縁断層帯の分布位
置を変動地形学的に再検討した。その際には既存の活断層マップ（活断層研究
会編，1991；宮内ほか，2000；東郷ほか，2000；堤ほか，2000；池田ほか編，
2002；中田・今泉編，2002）などを参考とした。Sugito et al.（2010）や杉戸ほ
か（2013a，b）に掲載の知見も反映させた。
　次に、1847年善光寺地震の地表地震断層、またはそれと関連すると推定される
地変の出現位置や特徴を記述した既存資料を、郷土資料なども含めて収集し、同
一基準で地点ごとに整理した（図2・表1）。既存資料の多くは、いわゆる「武者
史料」（武者編，1941）をはじめ、史料の検討に基づくものである。
　出現位置の同定は、航空写真判読と現地調査に基づく断層変位地形の認定結果
を考慮して行った。表1においては，位置が正確にまたはおおよそ同定される地
点を（1）に，位置が不明である地点を（2）にそれぞれまとめている。ただし粟
田ほか（1987）・奥村ほか（2002）・東郷（2002）は、史料の検討に加えて変動
地形学的な検討を行っているため、表1では（3）として別途整理した。また地点
7は、今回の聞き取り調査によって得られた知見である。
　なお、出現位置の同定に際しては、地震発生当時以降の地名変遷についても検
討を行っているが、確認できた資料（田中編，1955；小林，1969；共和小学校開
校百年記念事業実行委員会百年史委員会編，1974；信濃毎日新聞社開発局出版部
編，1977；永井・小林，1985；飯山市誌編纂専門委員会編，1993；鬼頭，2004；
長野市誌編さん委員会編，2004など）をみる限り、大きな変化は認められない。
3．今回の図表の位置づけ
　地表地震断層を同一基準で地点ごとに整理するこうした取り組みはこれまで、
1891年濃尾地震や1927年北丹後地震、1930年北伊豆地震、1943年鳥取地震、1945
年三河地震について、Wellmanの方式に従って実施されてきた（松田，1972，
1974；岡田・松田，1997；金田・岡田，2002；杉戸・岡田，2004）。1896年陸羽
地震についても、表は作成されていないものの、地点ごとに詳しい記載が行われ
ている（松田ほか，1980）。本稿もWellmanの方式を念頭に置いているが、正確
中田・今泉編，2002）などを参考とした。Sugito et al.（2010）や杉戸ほか（2013a，
b）に掲載の知見も反映させた。 
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値地図50 mメッシュを使用して作成。実線は活断層線。×印は1847年
善光寺地震の震央（宇佐美ほか，2013）。 
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な位置や各資料の記述などに関して再検証が必要であるため、図の縮尺は小縮尺
にとどめたほか、表についても簡潔なものとし、かつ時代性を鑑みて和文とし
た。
　現在、「武者史料」について再検討を行うと同時に、いわゆる「新収史料」
（東京大学地震研究所編，1988など）や未確認の郷土資料なども含め、網羅的な
まとめを実施している。また、本質的な地表地震断層か、または二次的な地変な
のかについての検証や、重複の整理なども行っている。その意味で、本稿は中間
報告的な位置づけになるかもしれない。しかし、こうした作業を終えて完成版を
得るまでには相当な時間が必要である。本稿が、1847年善光寺地震の地表地震断
層を整理した第一段階のまとめとして、活断層からどのような大地震が発生し、
地形環境にどのような変化をもたらすかを考える一助として役立つことを願って
いる。
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れ
る
地
変
の
特
徴
　
地
点
番
号
は
図
2と
対
応
す
る
。
（
1）
地
表
地
震
断
層
，
ま
た
は
そ
れ
と
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
，
そ
の
位
置
が
正
確
に
ま
た
は
お
お
よ
そ
同
定
さ
れ
る
地
点
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飯
山
町
場
の
西
南
の
地
が
，
お
よ
そ
一
丈
あ
ま
り
地
高
に
な
り
，
安
田
村
（
現
飯
山
市
）
の
渡
し
場
付
近
の
人
家
は
床
上
浸
水
と
な
っ
た
が
，
飯
山
城
下
は
，
土
堤
を
越
す
こ
と
が
な
か
っ
た
．
-
（
西
）
3.
0
隆
起
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
飯
山
藩
か
ら
幕
府
へ
の
届
書
）
町
屋
地
も
五
尺
ほ
ど
も
高
く
相
成
り
-
（
西
）
1.
5
隆
起
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
飯
山
藩
か
ら
幕
府
へ
の
届
書
）
3
飯
山
市
飯
山
北
町
・
田
町
付
近
現
在
の
城
山
公
園
の
方
が
低
く
な
っ
て
，
北
町
，
田
町
辺
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
．
（
筆
者
注
）
図
8
中
，
現
在
の
城
山
公
園
の
す
ぐ
西
付
近
を
境
に
「
1.
5
丈
段
違
」（
西
側
隆
起
）
と
あ
り
．
-
西
4.
5
段
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
か
4
飯
山
市
，
飯
山
城
内
城
内
御
広
間
地
形
二
丈
程
も
窪
ぐ
地
底
へ
揺
込
候
と
申
，
-
-
-
地
底
へ
揺
込
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
か
二
尺
ほ
ど
西
上
が
り
東
落
ち
の
段
差
が
生
じ
た
．
-
西
0.
6
段
差
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
明
記
せ
ず
）
5
飯
山
市
，
飯
山
城
二
の
丸
一
丈
ほ
ど
地
中
へ
め
り
込
ん
だ
．
-
-
-
地
中
へ
め
り
込
み
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
明
記
せ
ず
）
(6
)
中
野
市
立
ヶ
花
中
野
代
官
支
配
所
で
あ
っ
た
立
ヶ
花
（
現
中
野
市
立
ヶ
花
）
付
近
で
は
，
千
曲
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
篠
井
川
の
川
底
が
浮
き
上
が
り
，
篠
井
川
に
水
が
逆
流
し
た
た
め
に
千
曲
川
の
後
背
湿
地
で
あ
る
延
徳
沖
低
地
の
一
部
が
浸
水
し
た
．
-
北
西
-
隆
起
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
む
し
倉
日
記
鎌
原
桐
山
地
震
記
事
立
ヶ
花
村
で
は
大
き
な
山
崩
れ
は
な
く
，
同
村
地
内
か
ら
上
流
の
隣
村
と
の
境
ま
で
50
0m
程
の
間
，
千
曲
川
の
川
底
が
隆
起
し
た
と
い
う
．
む
し
倉
日
記
地
震
1
～
2
日
後
に
は
，延
徳
沖
低
地
の
浸
水
も
く
ぼ
地
を
除
い
て
，大
部
分
が
引
い
た（
鎌
原
桐
山
地
震
記
事
）．
こ
れ
は
地
震
に
よ
る
山
崩
れ
の
た
め
に
上
流
の
犀
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
，
立
ヶ
花
付
近
で
は
千
曲
川
の
水
位
が
1.
2m
（
四
尺
）
低
下
（
虫
倉
日
記
）
し
た
た
め
で
あ
る
．
鎌
原
桐
山
地
震
記
事
む
し
倉
日
記
弘
化
度
震
災
以
来
千
曲
川
床
高
に
相
成
，
そ
の
上
，
立
ヶ
花
村
よ
り
川
下
谷
合
こ
れ
ま
た
床
高
に
て
水
吐
き
よ
ろ
し
か
ら
ず
，
浅
川
逆
水
い
た
し
格
別
の
満
水
で
な
く
て
も
湛
水
す
る
-
北
西
-
隆
起
中
野
市
立
延
徳
小
学
校
（
19
93
）
む
し
倉
日
記
か
弘
化
度
震
災
以
来
千
曲
川
式
床
高
ニ
罷
成
，
追
年
円
徳
耕
地
江
水
押
入
百
姓
相
続
難
相
成
候
ニ
付
-
北
西
-
隆
起
中
野
市
立
延
徳
小
学
校
（
19
93
）
む
し
倉
日
記
か
7
長
野
市
豊
野
町
豊
野
西
町
三
井
長
治
氏
旧
宅
。
善
光
寺
地
震
に
よ
っ
て
南
側
部
分
が
倒
壊
、
後
に
増
築
し
た
。
そ
の
た
め
増
築
部
分
は
一
段
低
く
、
接
合
部
に
は
柱
が
残
っ
て
い
た
。
床
下
、
段
差
あ
り
。
断
層
か
。
30
～
40
cm
。
間
取
り
図
に
位
置
記
載
あ
り
。
-
北
0.
3-
0.
4
段
差
本
研
究
倉
石
和
彦
氏
（
長
野
市
教
育
委
員
会
）
資
料
8
長
野
市
上
松
～
三
輪
三
輪
よ
り
別
に
一
二
の
裂
目
を
生
じ
て
，
同
じ
く
北
に
向
ひ
た
り
き
，
何
で
も
此
筋
目
の
通
り
筋
は
地
震
の
最
強
烈
な
り
し
所
な
り
と
語
ら
れ
き
，
-
-
-
地
割
れ
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
善
光
寺
東
方
の
三
輪
村
（
現
長
野
市
三
輪
）
付
近
か
ら
北
に
向
か
っ
て
，
一
，二
の
裂
け
目
を
な
し
て
床
違
い
が
現
れ
た
．
-
（
西
）
-
床
違
・
地
割
れ
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
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9
長
野
市
長
野
，
城
山
本
城
の
南
の
細
道
を
通
り
け
る
に
，
此
辺
は
ま
た
恐
ろ
し
く
地
割
れ
て
高
低
の
多
し
く
-
-
-
高
低
差
・
地
割
れ
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
地
震
後
世
俗
話
之
種
10
長
野
市
長
野
新
町
～
伊
勢
町
新
町
も
同
じ
く
焼
失
し
た
．
新
町
・
伊
勢
町
か
ら
割
り
筋
が
強
く
つ
い
た
．
-
-
-
地
割
れ
鬼
頭
（
20
04
）
地
震
災
之
節
大
破
焼
失
死
亡
取
調
（
宮
下
家
文
書
）
11
長
野
市
長
野
伊
勢
町
～
岩
石
町
境
西
南
隅
か
ら
東
北
隅
へ
斜
め
に
，
幅
三
～
四
尺
，
長
さ
二
十
間
～
一
丁
余
に
わ
た
る
地
割
れ
が
生
じ
た
．・
・
・
そ
の
間
か
ら
黄
・
青
・
黒
色
に
濁
っ
た
泥
水
が
噴
出
し
，
硫
黄
の
臭
気
が
し
た
．
36
-1
09
-
-
地
割
れ
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
地
震
後
世
俗
話
之
種
12
長
野
市
長
野
伊
勢
町
伊
勢
町
は
残
ら
ず
焼
け
，
町
は
南
北
に
割
り
筋
が
つ
き
，
聖
条
庵
は
焼
失
し
た
．
-
-
-
地
割
れ
鬼
頭
（
20
04
）
地
震
災
之
節
大
破
焼
失
死
亡
取
調
（
宮
下
家
文
書
）
13
長
野
市
長
野
岩
石
町
岩
石
町
も
同
じ
く
焼
失
し
た
．
南
北
に
割
り
筋
が
つ
く
．
-
-
-
地
割
れ
鬼
頭
（
20
04
）
地
震
災
之
節
大
破
焼
失
死
亡
取
調
（
宮
下
家
文
書
）
14
長
野
市
長
野
，
善
光
寺
参
道
正
徳
年
中
，
伊
勢
白
子
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
の
商
人
大
竹
屋
平
兵
衛
が
寄
付
し
た
と
い
う
善
光
寺
参
道
の
七
七
七
七
枚
の
敷
石
は
，
幅
二
尺
余
の
亀
裂
を
生
じ
た
．・
・
・
そ
の
間
か
ら
黄
・
青
・
黒
色
に
濁
っ
た
泥
水
が
噴
出
し
，
硫
黄
の
臭
気
が
し
た
．
（
筆
者
注
）
敷
石
は
，
二
天
門
跡
～
三
門
～
本
堂
と
続
く
敷
石
の
こ
と
．
-
-
-
地
割
れ
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
地
震
後
世
俗
話
之
種
15
長
野
市
長
野
横
町
横
町
残
ら
ず
焼
失
．
町
内
は
割
り
筋
強
く
，
南
北
へ
割
り
入
る
．
-
-
-
地
割
れ
鬼
頭
（
20
04
）
地
震
災
之
節
大
破
焼
失
死
亡
取
調
（
宮
下
家
文
書
）
16
長
野
市
長
野
西
町
西
町
の
東
側
は
一
軒
も
残
ら
ず
焼
け
た
．
上
西
町
梅
崎
屋
藤
吉
宅
か
ら
上
の
方
は
東
西
に
割
り
筋
が
つ
い
た
が
，
下
西
町
に
は
割
り
筋
は
つ
か
な
か
っ
た
．
-
-
-
地
割
れ
鬼
頭
（
20
04
）
地
震
災
之
節
大
破
焼
失
死
亡
取
調
（
宮
下
家
文
書
）
17
長
野
市
長
野
立
町
～
中
御
所
岡
田
町
（
～
平
柴
か
）
弘
化
大
震
ノ
ト
キ
長
野
市
附
近
ニ
生
ジ
タ
ル
地
ノ
変
動
線
、
即
チ
断
層
ハ
今
日
モ
尚
ホ
其
ノ
痕
跡
ヲ
判
明
シ
認
ム
ル
ヲ
得
ベ
シ
、
第
二
十
二
図
ニ
示
ス
如
ク
市
ノ
西
側
ト
裾
花
川
ト
ノ
間
ナ
ル
幅
下
沖
ト
称
ス
ル
平
坦
ナ
ル
耕
地
ニ
現
ハ
レ
、
数
町
ノ
長
サ
ニ
亘
リ
概
略
北
二
十
二
度
東
、
南
二
十
二
度
西
ナ
ル
方
向
ニ
走
リ
、
議
事
院
ノ
西
手
ニ
接
シ
テ
通
過
シ
裁
判
所
前
ニ
達
ス
、
変
動
地
帯
ノ
幅
ハ
約
三
百
二
十
尺
ニ
シ
テ
、
所
謂
「
床
違
」
ハ
、
渡
辺
敏
氏
ガ
記
セ
ラ
レ
タ
ル
如
ク
、
約
五
尺
ニ
シ
テ
変
動
帯
ヨ
リ
東
方
ノ
地
ガ
陥
落
セ
ル
カ
、
若
ク
ハ
其
ノ
西
方
ノ
地
ガ
隆
起
セ
ル
結
果
ナ
リ
、
数
10
0
西
1.
5
床
違
（
幅
約
10
0m
の
変
動
地
帯
）
大
森
（
19
13
）
-
A
t 
a 
po
in
t 
ne
ar
 N
ag
an
o 
th
e 
N
W
si
de
 o
f 
th
e 
fa
ul
t 
ha
d 
ar
is
en
 a
s 
m
uc
h 
as
 2
.4
 
m
et
re
s 
re
la
ti
ve
ly
 t
o 
th
e 
op
po
si
te
 s
id
e.
-
西
2.
4
fa
ul
t
Im
am
ur
a
（
19
30
）
-
本
断
層
は
市
内
八
幡
川
分
水
点
か
ら
北
方
に
県
庁
議
事
院
を
通
じ
て
市
の
上
半
に
及
び
師
範
学
校
か
ら
裁
判
所
に
及
ぶ
延
長
約
11
町
に
亙
り
，
北
十
二
度
東
に
向
か
い
相
対
的
に
上
下
の
変
位
五
～
八
尺
に
達
し
た
も
の
で
，
西
方
が
隆
起
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
．
12
00
西
1.
5-
2.
4
上
下
変
位
八
木
（
19
47
）
-
南
岡
田
の
八
幡
川
分
水
点
か
ら
，
妻
科
の
幅
下
沖
を
通
じ
て
，
N
12
E
の
方
向
に
延
長
し
，
県
庁
・
議
事
堂
・
信
州
大
学
教
育
学
部
を
通
じ
て
，
裁
判
所
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
東
落
ち
断
層
で
，
1.
5
～
2.
7m
の
落
差
を
生
じ
た
た
め
に
，
八
幡
川
に
は
小
瀑
布
が
で
き
た
．
-
西
1.
5-
2.
7
上
下
変
位
八
木
・
八
木
（
19
58
）
-
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善
光
寺
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
断
層
に
つ
い
て
は
大
森
の
研
究
さ
れ
た
も
の
を
記
す
と
，
前
述
し
た
如
く
，
長
野
市
西
を
流
れ
る
裾
花
川
に
沿
っ
て
県
庁
内
か
ら
議
事
堂
，
旧
刑
務
所
内
を
通
っ
て
，
信
州
大
学
教
育
学
部
，
立
町
辺
に
至
る
南
北
約
1k
m
の
も
の
が
あ
る
．
10
00
（
西
）
-
断
層
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
大
森
（
19
13
）
田
畑
狂
ひ
場
何
れ
も
艮
よ
り
坤
の
方
へ
懸
り
し
，
地
震
道
と
云
ふ
か
知
ら
ね
ど
も
，
件
切
地
陸
床
違
三
ヶ
所
，
通
に
あ
り
し
，
宮
東
，
聖
徳
，
幅
下
の
三
沖
，
中
程
よ
り
西
居
村
に
拘
り
，
多
少
は
有
之
と
雖
も
，
不
残
地
陸
床
違
-
（
西
）
-
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
氏
と
の
問
答
，
徳
竹
の
記
に
多
く
の
地
割
床
違
を
生
じ
た
り
と
聞
く
，
如
何
，
翁
の
い
ふ
，
小
割
は
所
々
に
あ
り
，
或
は
青
き
砂
を
噴
き
，
或
は
赤
き
泥
を
吐
く
な
ど
，
様
々
に
て
あ
り
き
，
巾
下
沖
に
は
，
大
な
る
床
違
を
生
じ
た
り
と
あ
り
，
巾
下
沖
と
は
何
れ
の
所
ぞ
と
問
ふ
に
，
此
方
へ
と
て
其
処
に
ゆ
き
見
る
に
，
今
尚
五
尺
余
の
階
段
を
為
し
て
，
南
北
に
亘
る
を
見
る
，
翁
の
い
ふ
，
此
床
違
は
，
北
は
御
殿
跡
（
今
裁
判
所
前
方
），
南
は
平
柴
迄
七
八
町
の
間
に
亘
れ
り
，
そ
れ
よ
り
北
は
三
輪
よ
り
別
に
一
二
の
裂
目
を
生
じ
て
，
同
じ
く
北
に
向
ひ
た
り
き
，
何
で
も
此
筋
目
の
通
り
筋
は
地
震
の
最
強
烈
な
り
し
所
な
り
と
語
ら
れ
き
，
76
0-
87
0
（
西
）
1.
5
床
違
・
地
割
れ
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
こ
の
床
違
い
は
，「
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
．
そ
れ
に
よ
れ
ば
床
違
い
は
，
妻
科
村
で
は
床
違
い
が
生
じ
・
・
・
床
違
い
は
，
御
殿
跡
（
現
信
州
大
学
教
育
学
部
北
側
）
か
ら
八
幡
堰
川
の
分
口
上
（
現
長
野
県
庁
の
南
西
端
付
近
）
を
経
て
裾
花
川
右
岸
の
平
柴
（
現
長
野
市
小
柴
見
）
ま
で
，長
さ
70
0
～
80
0m
の
間
に
見
ら
れ
た
．
大
森
（
19
13
）
は
現
地
を
調
査
し
て
，
そ
の
当
時
は
幅
約
10
0m
，
比
高
1.
5m
の
撓
曲
崖
が
残
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
．
70
0-
80
0
（
西
）
-
床
違
・
幅
約
10
0m
比
高
1.
5m
の
撓
曲
崖
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
大
森
（
19
13
）
長
野
市
立
町
～
信
州
大
学
教
育
学
部
正
門
～
長
野
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
～
長
野
県
庁
西
部
，
と
連
続
す
る
長
さ
約
一
キ
ロ
の
地
震
断
層
・
・
・
こ
こ
で
は
，
ひ
と
つ
な
が
り
の
地
面
が
各
所
で
地
割
れ
と
床
違
い
を
生
じ
，
各
所
の
地
割
れ
か
ら
は
赤
い
泥
や
青
い
砂
が
噴
出
し
た
．
最
も
大
き
な
床
違
い
は
，
県
庁
か
ら
信
州
大
学
教
育
学
部
に
か
け
て
の
場
所
で
，
そ
の
落
差
は
五
～
八
尺
に
及
ん
だ
．
い
ず
れ
の
場
所
で
も
西
側
が
上
が
っ
て
，
東
側
が
下
が
る
よ
う
な
床
違
い
で
あ
り
，
県
庁
南
の
八
幡
川
の
分
口
で
は
落
差
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
滝
が
形
成
さ
れ
た
．
10
00
西
1.
5-
2.
4
床
違
・
地
割
れ
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
な
ど
か
18
長
野
市
南
長
野
妻
科
上
ノ
原
亦
戸
張
の
上
よ
り
上
の
原
て
拘
り
床
違
，
是
亦
甚
し
，
丹
宮
の
東
道
に
て
犀
川
を
遠
見
す
る
に
，
如
何
に
も
此
地
高
く
成
り
し
と
思
は
れ
け
る
．
池
水
大
半
涸
る
，
亦
河
原
に
は
地
裂
し
て
，
地
底
よ
り
青
砂
を
吹
出
せ
し
処
あ
り
し
．
-
（
西
）
-
床
違
・
隆
起
・
地
割
れ
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
地
震
の
通
り
み
ち
，
地
五
～
六
寸
口
あ
き
，
地
震
の
あ
る
き
た
る
通
り
所
々
五
～
六
尺
も
高
く
な
り
・
・
・
妻
科
に
於
い
て
も
上
ノ
原
に
小
屋
が
け
す
．
-
-
1.
5-
1.
8
上
下
変
位
・
地
割
れ
飯
島
（
19
97
）
小
林
平
助
見
聞
記
「
年
代
日
記
帳
」
19
長
野
市
南
長
野
妻
科
，
鐘
鋳
堰
併
し
鐘
居
堰
水
行
に
み
て
は
，
眼
前
に
高
く
な
り
，
右
堰
は
元
よ
り
尻
高
河
，
然
る
に
坂
落
し
と
な
り
し
場
所
三
ヶ
所
，
何
れ
も
八
九
寸
位
の
段
に
な
り
，
-
西
-
上
下
変
位
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
20
長
野
市
南
長
野
妻
科
聖
徳
～
宮
東
～
巾
下
宮
東
，
聖
徳
，
幅
下
の
三
沖
，
中
程
よ
り
西
居
村
に
拘
り
，
多
少
は
有
之
と
雖
も
，
不
残
地
陸
床
違
-
（
西
）
-
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
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21
長
野
市
南
長
野
妻
科
聖
徳
翁
の
い
ふ
，
其
が
聖
徳
巾
の
田
は
，
半
反
許
の
田
な
り
し
が
，
地
裂
の
為
め
三
段
に
分
れ
た
り
き
，
其
後
手
を
入
れ
て
一
枚
の
田
と
な
し
た
れ
ど
，
両
三
年
間
は
止
む
を
得
ず
，
そ
れ
な
り
に
耕
作
し
た
り
き
，
此
他
是
に
類
せ
し
事
は
外
に
も
多
か
り
き
-
（
西
）
-
地
裂
の
為
め
三
段
に
分
れ
た
り
き
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
22
長
野
市
南
長
野
妻
科
巾
下
，
夫
婦
橋
巾
下
夫
婦
橋
北
の
辺
凡
七
八
尺
程
の
床
違
，
此
近
辺
都
て
夥
し
く
，
-
（
西
）
2.
1-
2.
4
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
妻
科
村
で
は
床
違
い
が
生
じ
，
そ
の
規
模
は
幅
下
の
夫
婦
橋
北
側
で
七
～
八
尺
で
あ
っ
た
．
-
（
西
）
2.
1-
2.
4
床
違
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
23
長
野
市
南
長
野
妻
科
巾
下
，
八
幡
川
分
流
点
此
ノ
断
層
線
ノ
南
端
ハ
岡
田
村
ノ
入
口
ニ
テ
八
幡
川
ノ
分
流
点
附
近
ニ
達
シ
、
同
川
流
ヲ
横
ギ
レ
ル
場
所
ニ
テ
ハ
其
ヲ
小
瀑
布
ノ
如
キ
急
流
ト
変
ゼ
シ
メ
タ
リ
。
-
（
西
）
-
小
瀑
布
の
ご
と
き
急
流
大
森
（
19
13
）
-
剰
へ
八
幡
堰
分
口
上
，
長
十
間
余
程
の
間
大
な
る
滝
を
成
し
，
-
（
西
）
-
11
0m
ほ
ど
の
間
大
な
る
滝
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
八
幡
堰
の
分
口
は
滝
と
な
り
し
と
あ
れ
ど
，
何
処
ぞ
と
問
ひ
し
に
，
彼
方
の
事
な
ら
む
と
て
ゆ
き
て
示
し
呉
れ
た
り
し
が
，
果
し
て
記
の
如
く
今
尚
七
八
間
が
程
は
，
急
湍
激
流
，
雪
を
噴
し
て
流
る
る
を
見
る
．
-
（
西
）
-
80
-9
0m
ほ
ど
の
急
流
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
(2
4)
長
野
市
南
長
野
妻
科
巾
下
，
巾
下
沖
巾
下
沖
に
は
，
大
な
る
床
違
を
生
じ
た
り
と
あ
り
，
巾
下
沖
と
は
何
れ
の
所
ぞ
と
問
ふ
に
，
此
方
へ
と
て
其
処
に
ゆ
き
見
る
に
，
今
尚
五
尺
余
の
階
段
を
為
し
て
，
南
北
に
亘
る
を
見
る
，
-
-
1.
5
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
(2
5)
長
野
市
南
長
野
～
中
御
所
扨
亦
中
島
は
四
五
尺
位
も
床
上
げ
し
け
り
，
居
村
は
総
体
に
高
く
成
り
，
朝
日
山
は
卑
く
な
り
し
と
諸
人
申
け
り
，
-
-
1.
2-
1.
5
隆
起
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
(2
6)
長
野
市
南
長
野
～
中
御
所
当
村
友
右
衛
門
宅
台
所
，
七
八
寸
之
床
違
，
-
-
0.
2
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
(2
7)
長
野
市
南
長
野
～
中
御
所
徳
竹
の
記
に
多
く
の
地
割
床
違
を
生
じ
た
り
と
聞
く
，
如
何
，
翁
の
い
ふ
，
小
割
は
所
々
に
あ
り
，
或
は
青
き
砂
を
噴
き
，
或
は
赤
き
泥
を
吐
く
な
ど
，
様
々
に
て
あ
り
き
，
-
-
-
地
割
れ
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
(2
8)
長
野
市
南
長
野
～
中
御
所
中
島
は
高
く
張
出
し
た
る
様
に
記
し
あ
れ
ど
，
中
島
と
は
何
処
ぞ
と
問
ふ
に
，
彼
所
こ
そ
中
島
と
は
申
な
れ
，
彼
地
は
仰
の
如
く
地
震
の
為
め
，
四
五
尺
も
張
り
出
し
て
，
彼
が
如
く
隆
起
し
た
り
と
の
言
に
て
，
今
は
一
段
高
き
桑
畑
と
な
り
て
見
ゆ
，
-
-
1.
2-
1.
5
隆
起
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
(2
9)
長
野
市
茂
菅
茂
菅
村
字
臼
場
の
田
方
三
四
尺
位
の
地
陸
違
-
-
0.
9-
1.
2
地
陸
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
か
）
30
長
野
市
安
茂
里
小
市
小
市
村
の
称
名
寺
門
前
で
は
，
八
～
九
尺
の
床
違
い
が
生
じ
た
．
-
-
2.
4-
2.
7
床
違
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
31
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
犀
口
，
犀
川
上
中
堰
取
水
口
川
中
島
上
中
堰
取
水
口
，・
・
・
約
二
百
五
十
年
程
は
何
等
の
異
状
も
な
く
揚
水
し
て
居
っ
た
．
然
る
に
，
弘
化
四
年
の
地
震
後
に
は
西
方
地
盤
の
隆
起
に
伴
っ
て
，
河
道
の
侵
蝕
急
激
な
も
の
が
あ
っ
て
揚
水
が
困
難
と
な
っ
た
．
-
西
4.
5
隆
起
八
木
（
19
47
）
-
同
上
-
西
4.
5
隆
起
八
木
・
八
木
（
19
58
）
八
木
（
19
47
）
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善
光
寺
地
震
前
後
の
川
中
島
堰
取
水
口
の
位
置
の
変
遷
か
ら
，
地
震
に
伴
っ
て
西
側
の
土
地
が
相
対
的
に
4.
5m
隆
起
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
．
-
西
4.
5
隆
起
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
八
木
（
19
47
）
地
震
に
よ
り
取
水
位
置
付
近
を
境
に
西
側
の
山
地
が
隆
起
し
段
差
が
生
じ
，
犀
川
は
浸
食
を
は
じ
め
河
床
が
低
下
し
た
．
-
西
-
段
差
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
明
記
せ
ず
）
32
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
犀
口
～
段
ノ
原
天
照
寺
山
麓
か
ら
南
方
段
の
原
の
光
林
寺
前
に
至
る
延
長
十
町
内
外
の
断
層
で
，
上
下
の
変
位
七
～
十
尺
に
達
し
地
面
は
手
を
以
て
揉
み
砕
い
た
様
に
波
状
の
凹
凸
を
現
わ
し
，
流
紋
岩
中
か
ら
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
が
鼻
汁
の
如
く
流
出
し
て
行
人
を
悩
ま
し
た
．
10
90
西
2.
1-
3.
0
上
下
変
位
八
木
（
19
47
）
-
こ
の
断
層
は
南
方
段
の
原
部
落
ま
で
通
じ
た
．
-
西
-
断
層
八
木
・
八
木
（
19
58
）
-
光
林
寺
南
平
砂
平
は
，
凹
所
は
凸
所
と
な
り
，
凸
所
は
凹
所
と
な
り
，
地
面
に
高
低
凸
凹
を
生
ぜ
し
事
甚
し
か
り
き
，
天
照
山
寺
山
は
，
東
西
半
は
裂
け
落
ち
，
天
狗
の
鼻
と
や
ら
称
せ
し
葛
粉
糊
様
の
も
の
を
流
し
出
し
，
通
行
す
る
能
は
ざ
る
程
な
り
し
が
，
時
を
経
る
に
随
っ
て
砂
土
と
称
し
，
今
日
の
如
き
硬
土
と
な
れ
り
，
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
，
御
地
中
村
某
の
記
，
我
家
の
向
側
な
る
家
は
，
渡
辺
長
蔵
，
野
口
近
治
と
申
も
の
の
両
家
な
れ
ど
も
，
両
家
の
あ
り
し
地
は
，
元
来
田
に
て
，
今
の
道
敷
よ
り
も
低
き
処
に
て
候
へ
し
が
，
地
震
の
為
め
張
出
し
て
，
六
七
尺
の
石
垣
を
築
き
立
つ
る
を
要
す
る
程
の
高
地
と
は
な
り
申
し
た
り
，
ぬ
け
出
し
た
り
，
ず
り
出
し
た
る
が
為
，
此
の
如
く
な
り
し
な
ら
む
に
は
，
不
思
議
と
す
る
に
も
た
ら
ぬ
な
れ
ど
，
ぬ
け
も
ず
り
も
な
く
，
彼
が
如
く
張
り
出
し
た
り
し
た
り
，
然
し
て
彼
の
張
出
す
と
共
に
，
天
照
寺
山
嶺
は
低
下
し
た
り
，
申
さ
ば
，
山
が
腰
を
つ
き
て
膝
を
此
方
に
張
り
出
し
た
り
と
も
申
す
べ
き
か
，
此
地
低
地
に
し
て
高
地
と
な
り
，
高
所
に
し
て
低
地
と
な
り
し
も
多
か
り
し
が
，
光
林
寺
門
前
の
如
き
一
反
五
畝
程
の
沼
田
な
り
し
か
ど
，
是
亦
地
震
の
為
め
に
張
出
し
て
，
平
地
よ
り
一
丈
余
も
高
き
丘
陵
と
な
り
た
り
し
が
，
後
其
地
を
畑
と
な
し
，
家
を
作
ら
む
と
て
地
な
ら
し
の
時
，
中
よ
り
枯
木
の
大
な
る
も
の
出
で
来
た
り
き
，
地
割
の
生
ぜ
し
と
は
何
れ
の
地
な
る
や
，
新
屋
敷
の
裡
手
に
葺
池
あ
り
，
其
葺
池
こ
そ
地
割
れ
の
も
と
に
て
，
夫
れ
よ
り
檀
の
原
光
林
寺
門
前
迄
，
斜
め
に
七
八
町
大
き
な
裂
目
を
生
じ
た
り
し
が
，
其
割
目
は
後
々
ま
で
も
明
か
に
存
ぜ
し
が
，
近
年
其
原
池
を
桑
畑
と
す
る
が
為
め
，
地
を
な
ら
し
，
石
塊
ど
も
を
裂
目
に
つ
め
な
ど
し
て
，
今
は
新
屋
敷
の
裏
に
，
其
名
残
の
片
は
し
を
存
す
る
の
み
と
な
れ
り
と
の
事
な
り
，
中
村
氏
の
記
に
，
天
照
寺
の
低
下
し
て
，
里
村
よ
り
小
野
平
崎
の
三
分
の
一
を
見
る
に
至
れ
り
と
あ
れ
ど
，
果
し
て
然
る
こ
と
な
る
や
否
や
，
翁
の
い
ふ
，
前
に
申
通
り
天
照
寺
山
の
低
く
な
り
た
る
は
事
実
な
れ
ば
，
里
方
よ
り
見
て
然
り
と
い
ふ
も
，
最
の
事
と
思
は
る
と
の
事
な
り
き
（
地
点
ご
と
に
別
項
目
で
列
挙
）
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
地
震
断
層
は
，
小
松
原
の
小
松
原
ト
ン
ネ
ル
出
口
付
近
か
ら
段
の
原
の
光
林
寺
前
に
か
け
て
約
一
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
生
じ
，
こ
こ
で
も
断
層
は
山
側
が
上
が
り
盆
地
側
が
下
が
り
，
そ
の
落
差
は
七
～
十
尺
程
度
で
あ
っ
た
．
10
00
西
2.
1-
3.
0
上
下
変
位
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
明
記
せ
ず
）
34
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
北
組
更
級
郡
共
和
村
の
小
松
原
で
は
，
断
層
が
西
の
山
麓
に
あ
ら
わ
れ
，
西
側
山
地
が
隆
起
し
た
．
そ
の
た
め
に
同
地
の
野
口
親
治
氏
の
宅
地
は
，
道
路
よ
り
低
い
位
で
あ
っ
た
が
，
地
震
の
結
果
隆
起
し
て
現
在
1.
8m
の
石
垣
が
築
造
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
．
-
西
1.
8
隆
起
八
木
・
八
木
（
19
58
）
-
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御
地
中
村
某
の
記
，
我
家
の
向
側
な
る
家
は
，
渡
辺
長
蔵
，
野
口
近
治
と
申
も
の
の
両
家
な
れ
ど
も
，
両
家
の
あ
り
し
地
は
，
元
来
田
に
て
，
今
の
道
敷
よ
り
も
低
き
処
に
て
候
へ
し
が
，
地
震
の
為
め
張
出
し
て
，
六
七
尺
の
石
垣
を
築
き
立
つ
る
を
要
す
る
程
の
高
地
と
は
な
り
申
し
た
り
-
（
西
）
1.
8-
2.
1
隆
起
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
長
野
市
小
松
原
で
は
，
善
光
寺
地
震
の
際
に
田
圃
が
張
り
出
し
，
隆
起
し
た
土
地
に
は
六
～
七
尺
の
石
垣
が
築
か
れ
，
渡
辺
長
蔵
氏
お
よ
び
野
口
近
治
氏
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
．
-
（
西
）
1.
8-
2.
1
隆
起
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
35
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
，
天
照
寺
然
し
て
彼
の
張
出
す
と
共
に
，
天
照
寺
山
嶺
は
低
下
し
た
り
，
申
さ
ば
，
山
が
腰
を
つ
き
て
膝
を
此
方
に
張
り
出
し
た
り
と
も
申
す
べ
き
か
-
-
-
地
す
べ
り
か
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
中
村
氏
の
記
に
，
天
照
寺
の
低
下
し
て
，
里
村
よ
り
小
野
平
崎
の
三
分
の
一
を
見
る
に
至
れ
り
と
あ
れ
ど
，
果
し
て
然
る
こ
と
な
る
や
否
や
，
翁
の
い
ふ
，
前
に
申
通
り
天
照
寺
山
の
低
く
な
り
た
る
は
事
実
な
れ
ば
，
里
方
よ
り
見
て
然
り
と
い
ふ
も
，
最
の
事
と
思
は
る
と
の
事
な
り
き
-
-
-
地
す
べ
り
か
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
(3
7)
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
新
屋
敷
～
段
ノ
原
後
其
地
を
畑
と
な
し
，
家
を
作
ら
む
と
て
地
な
ら
し
の
時
，
中
よ
り
枯
木
の
大
な
る
も
の
出
で
来
た
り
き
，
地
割
の
生
ぜ
し
と
は
何
れ
の
地
な
る
や
新
屋
敷
の
裡
手
に
葺
池
あ
り
，
其
葺
池
こ
そ
地
割
れ
の
も
と
に
て
，
夫
れ
よ
り
檀
の
原
光
林
寺
門
前
迄
，
斜
め
に
七
八
町
大
き
な
裂
目
を
生
じ
た
り
し
が
，
其
割
目
は
後
々
ま
で
も
明
か
に
存
ぜ
し
が
，
近
年
其
原
池
を
桑
畑
と
す
る
が
為
め
，
地
を
な
ら
し
，
石
塊
ど
も
を
裂
目
に
つ
め
な
ど
し
て
，
今
は
新
屋
敷
の
裏
に
，
其
名
残
の
片
は
し
を
存
す
る
の
み
と
な
れ
り
と
の
事
な
り
，
76
0-
87
0
-
-
地
割
れ
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
新
屋
敷
の
裏
手
の
葦
池
か
ら
光
林
寺
門
前
に
至
る
長
さ
70
0
～
80
0m
の
地
割
れ
が
生
じ
，
70
0-
80
0
-
-
地
割
れ
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
新
屋
敷
の
裡
手
に
葺
池
あ
り
，
其
葺
池
こ
そ
地
割
れ
の
も
と
に
て
，
夫
れ
よ
り
檀
の
原
光
林
寺
門
前
迄
，
斜
め
に
七
八
町
大
な
る
裂
目
を
生
じ
た
り
し
が
，
其
割
目
は
後
々
ま
で
も
明
か
に
存
ぜ
し
が
，
近
年
其
原
池
を
桑
畑
と
す
る
が
為
め
，
地
を
な
ら
し
，
石
塊
ど
も
を
裂
目
に
つ
め
な
ど
し
て
，
今
は
新
屋
敷
の
裏
に
，
其
名
残
の
片
は
し
を
存
す
る
の
み
と
な
れ
り
と
の
事
な
り
76
0-
87
0
-
-
地
割
れ
東
郷
（
20
02
）
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
(3
8)
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
段
ノ
原
裂
目
も
所
々
に
生
じ
，
水
を
噴
し
，
砂
を
吐
き
た
る
所
あ
り
し
も
，
筋
た
ち
て
裂
目
を
為
し
た
る
は
，
段
ノ
原
の
み
な
り
き
-
-
-
筋
た
ち
て
・
地
割
れ
東
郷
（
20
02
）
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
39
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
段
ノ
原
，
光
林
寺
門
前
光
林
寺
門
前
の
如
き
一
反
五
畝
程
の
沼
田
な
り
し
か
ど
，
是
亦
地
震
の
為
め
に
張
出
し
て
，
平
地
よ
り
一
丈
余
も
高
き
丘
陵
と
な
り
た
り
し
が
，
後
其
地
を
畑
と
な
し
，
家
を
作
ら
む
と
て
地
な
ら
し
の
時
-
-
3.
0
隆
起
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
（
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
か
）
光
林
寺
門
前
で
は
沼
田
で
あ
っ
た
所
が
地
震
に
よ
っ
て
張
り
出
し
て
一
丈
余
り
も
高
く
な
っ
た
．
し
か
し
，こ
れ
ら
の
土
地
は
，後
に
畑
や
家
を
作
る
際
に
地
な
ら
し
さ
れ
た
と
い
う
．
-
-
3.
0
隆
起
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
光
林
寺
門
前
の
如
き
一
反
五
畝
程
の
沼
田
な
り
し
か
ど
，
是
亦
地
震
の
為
め
に
張
出
し
て
，
平
地
よ
り
一
丈
余
も
高
き
丘
陵
と
な
り
た
り
し
-
-
3.
0
隆
起
東
郷
（
20
02
）
福
井
伝
右
衛
門
翁
と
の
問
答
40
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
段
ノ
原
，
光
林
寺
段
ノ
原
の
光
林
寺
は
，「
口
開
き
た
る
の
み
に
て
潰
れ
ず
」
と
あ
る
-
-
-
地
割
れ
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
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光
林
寺
は
，
口
開
き
た
る
の
み
に
て
潰
れ
ず
-
-
-
地
割
れ
東
郷
（
20
02
）
妻
科
村
水
崎
惣
左
衛
門
と
の
問
答
43
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
田
畑
道
路
ニ
幅
四
五
寸
ヨ
リ
二
三
尺
ノ
地
割
ヲ
生
し
水
泥
砂
ヲ
噴
出
セ
リ
-
-
-
地
割
れ
大
森
（
19
13
）
-
 *
 カ
ッ
コ
付
は
当
該
文
献
全
体
か
ら
の
推
定
 *
 カ
ッ
コ
付
は
お
お
よ
そ
の
位
置
の
み
判
明
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地
点
位
置
記
載
長
さ
（
m
）
隆
起
側
上
下
変
位
量
 
（
m
）
特
徴
出
典
出
典
に
お
け
る
引
用
文
献
-
川
辺
八
ヶ
村
川
辺
八
ヶ
村
ニ
而
も
田
地
床
違
に
相
成
候
-
-
-
床
違
佐
山
・
河
角
（
19
73
）
徳
竹
氏
地
震
記
事
か
-
川
辺
八
ヶ
村
川
辺
八
ヶ
村
（
飯
山
市
静
間
～
豊
田
村
替
佐
～
長
野
市
三
才
）
で
も
床
違
い
が
生
じ
た
-
-
-
床
違
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
御
近
領
飯
山
異
変
之
次
第
-
裾
花
川
・
浅
川
・
鳥
居
川
川
中
島
上
中
堰
取
水
口
と
同
様
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
-
-
-
山
地
の
隆
起
か
八
木
（
19
47
）
-
同
上
-
-
-
山
地
の
隆
起
か
八
木
・
八
木
（
19
58
）
-
同
上
-
-
-
山
地
の
隆
起
か
江
口
編
（
19
63
）（
明
記
せ
ず
）
-
裾
花
川
（
川
中
島
上
中
堰
取
水
口
と
同
様
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
）
-
-
-
山
地
の
隆
起
か
赤
羽
・
北
原
編
著
（
20
03
）
（
明
記
せ
ず
）
（
2）
地
表
地
震
断
層
，
ま
た
は
そ
れ
と
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
，
そ
の
位
置
が
不
明
で
あ
る
地
点
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（
3）
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
・
奥
村
ほ
か
（
19
88
）
・
東
郷
（
20
02
）
の
整
理
地
点
位
置
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
に
よ
る
記
載
と
そ
の
整
理
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
に
よ
る
そ
の
解
釈
記
載
長
さ
（
m
）
隆
起
側
上
下
変
位
量
 
（
m
）
2
飯
山
市
，
市
街
地
付
近
飯
山
市
立
第
二
中
学
校
の
東
か
ら
綱
切
橋
の
北
方
，
西
上
が
り
の
緩
や
か
な
崖
が
見
ら
れ
る
．
20
00
西
1.
5-
2.
5
史
料
の
記
載
と
整
合
，
地
震
断
層
で
あ
る
．
2
飯
山
市
，
市
街
地
付
近
飯
山
面
の
標
高
は
木
島
地
区
の
自
然
堤
防
よ
り
2.
0
～
2.
5m
高
い
．
-
西
-
史
料
の
記
載
と
整
合
，
飯
山
面
が
地
震
時
に
隆
起
し
た
．
(6
)
中
野
市
立
ヶ
花
善
光
寺
地
震
に
お
け
る
長
丘
断
層
の
上
下
変
位
量
は
，
地
震
前
の
千
曲
川
の
平
水
面
と
延
徳
沖
低
地
の
後
背
湿
地
面
と
の
高
度
差
に
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
と
推
定
で
き
る
・
・
・
善
光
寺
地
震
に
伴
う
断
層
運
動
や
地
震
18
日
後
の
洪
水
に
よ
る
堆
積
の
影
響
が
，
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
木
島
付
近
で
は
，
千
曲
川
の
平
水
面
と
後
背
湿
地
と
の
間
に
は
現
在
約
3m
の
高
度
差
が
あ
る
．
し
か
し
延
徳
沖
低
地
で
は
，
善
光
寺
地
震
以
前
の
断
層
変
位
に
よ
る
影
響
の
た
め
に
そ
の
高
度
差
が
3m
よ
り
も
若
干
小
さ
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
．
-
北
西
3
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
若
干
小
さ
い
量
善
光
寺
地
震
の
伴
う
長
丘
断
層
の
上
下
変
位
量
は
，
約
3m
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
若
干
小
さ
い
量
で
あ
っ
た
．
8
長
野
市
上
松
～
三
輪
城
山
断
層
か
ら
派
生
し
た
，
浅
川
扇
状
地
に
2
～
4m
の
上
下
変
位
を
与
え
る
撓
曲
崖
が
認
め
ら
れ
る
．
撓
曲
崖
は
幅
10
0
～
20
0m
で
あ
り
，
長
野
短
期
大
学
西
方
か
ら
長
野
高
等
学
校
を
経
て
旧
長
野
営
林
署
北
方
ま
で
，
長
さ
1.
5k
m
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
．
15
00
西
2-
4
史
料
の
記
載
と
整
合
，
こ
こ
で
地
震
断
層
が
出
現
し
た
，
た
だ
し
こ
の
撓
曲
崖
が
1
回
の
断
層
変
位
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
．
17
長
野
市
，
市
街
地
付
近
善
光
寺
断
層
は
，
信
州
大
学
教
育
学
部
正
門
付
近
か
ら
合
同
庁
舎
敷
地
南
東
端
お
よ
び
長
野
県
庁
北
西
部
か
ら
同
南
西
端
を
経
て
小
柴
見
に
至
る
，
延
長
2.
2k
m
で
西
上
が
り
の
断
層
で
あ
る
．
本
断
層
の
上
盤
側
に
は
幅
20
0m
の
撓
曲
崖
が
発
達
す
る
．
本
断
層
に
よ
る
上
下
変
位
量
は
，
裾
花
川
左
岸
に
お
い
て
，
氾
濫
原
で
は
2.
8m
，
妻
科
II
面
で
は
5.
1m
，
妻
科
I
面
で
は
10
m
以
上
で
あ
る
．
22
00
西
2.
8
史
料
の
記
載
と
整
合
，
地
震
断
層
で
あ
る
．
30
長
野
市
安
茂
里
小
市
称
名
寺
は
・
・
・
そ
の
南
側
門
前
に
は
比
高
6m
の
崖
が
見
ら
れ
る
．
-
北
6
史
料
か
ら
，
こ
の
崖
に
沿
っ
て
断
層
変
位
が
生
じ
た
と
解
釈
さ
れ
，
こ
の
崖
は
低
断
層
崖
と
考
え
ら
れ
る
．
た
だ
し
，
史
料
に
記
載
さ
れ
た
地
震
断
層
の
上
下
変
位
量
よ
り
も
大
き
く
，
善
光
寺
地
震
1
回
で
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
．
33
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
犀
口
～
北
組
長
野
市
小
松
原
で
は
，
善
光
寺
地
震
の
際
に
田
圃
が
張
り
出
し
，
隆
起
し
た
土
地
に
は
六
～
七
尺
の
石
垣
が
築
か
れ
，
渡
辺
長
蔵
氏
お
よ
び
野
口
近
治
氏
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
・・
・
現
在
も
野
口
氏
宅
の
東
側
に
は
高
さ
1.
6m
の
石
垣
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
西
上
が
り
の
低
断
層
崖
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
．
さ
ら
に
地
震
断
層
は
，
そ
の
北
方
の
布
施
神
社
西
側
ま
で
，
延
長
50
0m
，
高
さ
1
～
2m
の
低
断
層
崖
と
し
て
認
め
ら
れ
る
．
50
0
西
1-
2
史
料
か
ら
，
こ
の
崖
に
沿
っ
て
断
層
変
位
が
生
じ
た
と
解
釈
さ
れ
，
こ
の
崖
は
低
断
層
崖
と
考
え
ら
れ
る
．
地
点
位
置
奥
村
ほ
か
（
19
88
）
に
よ
る
記
載
と
そ
の
整
理
奥
村
ほ
か
（
19
88
）
に
よ
る
そ
の
解
釈
記
載
長
さ
（
m
）
隆
起
側
上
下
変
位
量
 
（
m
）
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2
飯
山
市
，
市
街
地
付
近
飯
山
市
街
地
の
東
よ
り
に
は
幅
50
m
前
後
，
比
高
1.5
～
2.5
m
で
東
側
低
下
の
緩
や
か
な
小
崖
が
連
続
す
る
．
善
光
寺
地
震
時
に
起
こ
っ
た
飯
山
市
街
と
千
曲
川
水
面
と
の
相
対
的
な
垂
直
変
位
（
西
側
隆
起
）
は
，
こ
の
小
崖
を
地
震
断
層
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
合
理
的
に
説
明
で
き
る
（
粟
田
ほ
か
，
19
87
）．
こ
の
低
断
層
崖
は
飯
山
市
街
西
側
に
顕
著
な
南
北
性
の
バ
ル
ジ
を
作
る
東
落
ち
の
断
層
の
先
端
が
前
面
に
移
動
し
て
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
．
-
西
1.
5-
2.
5
史
料
の
記
載
と
整
合
，
地
震
断
層
で
あ
る
．
飯
山
市
街
西
側
に
顕
著
な
南
北
性
の
バ
ル
ジ
を
作
る
東
落
ち
の
断
層
の
先
端
が
前
面
に
移
動
し
て
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
．
8
長
野
市
上
松
～
三
輪
城
山
東
縁
の
断
層
崖
東
で
は
新
し
い
扇
状
地
面
に
東
落
ち
落
差
2
～
3m
の
低
断
層
崖
が
み
ら
れ
る
．
こ
の
低
断
層
崖
の
垂
直
変
位
量
は
次
に
述
べ
る
18
47
年
善
光
寺
地
震
時
の
善
光
寺
断
層
の
断
層
変
位
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
．
こ
こ
で
も
善
光
寺
地
震
時
に
断
層
が
前
面
に
移
動
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
．
-
西
2-
3
史
料
の
記
載
と
整
合
，
地
震
断
層
で
あ
る
．
善
光
寺
地
震
時
に
断
層
が
前
面
に
移
動
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
．
17
長
野
市
長
野
立
町
～
中
御
所
岡
田
町
（
～
平
柴
か
）
地
震
断
層
と
し
て
大
森
（
19
13
）
に
よ
り
善
光
寺
地
震
時
の
変
位
が
記
載
さ
れ
て
い
る
．
県
庁
西
側
に
幅
2
～
30
0m
の
撓
曲
帯
と
し
て
認
め
ら
れ
る
断
層
は
，
裾
花
川
の
新
旧
の
扇
状
地
面
に
累
積
的
な
変
位
を
与
え
て
い
る
（
筆
者
注
：
地
形
断
面
が
示
さ
れ
て
お
り
，
2.
8m
・
5.
1m
の
上
下
変
位
を
読
み
取
っ
て
い
る
）．
1
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
垂
直
変
位
は
2.
5
～
3m
程
度
で
あ
る
．
-
西
-
地
震
断
層
と
し
て
大
森
（
19
13
）
に
よ
り
善
光
寺
地
震
時
の
変
位
が
記
載
さ
れ
て
い
る
．
1
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
垂
直
変
位
は
2.
5
～
3m
程
度
で
あ
る
．
地
点
位
置
東
郷
（
20
02
）
に
よ
る
記
載
と
そ
の
整
理
東
郷
（
20
02
）
に
よ
る
そ
の
解
釈
記
載
長
さ
（
m
）
隆
起
側
上
下
変
位
量
33
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
犀
口
～
北
組
善
光
寺
地
震
時
に
生
じ
た
崖
地
形
の
名
残
と
し
て
知
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
“
野
口
氏
宅
敷
地
東
縁
の
石
垣
”
が
位
置
す
る
．
そ
の
続
き
と
み
な
せ
る
小
崖
地
形
が
，
粟
田
ほ
か
（
19
87
）
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
，
北
側
延
長
部
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
．
こ
の
小
崖
地
形
は
，
地
点
b
を
経
て
布
施
神
社
の
西
方
（
地
点
a）
ま
で
約
20
0m
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
連
続
し
て
お
り
，
山
麓
線
か
ら
10
～
30
m
離
れ
た
沖
積
低
地
内
に
位
置
し
，
数
10
cm
～
1m
程
度
の
比
高
を
有
す
る
．
地
点
c
以
南
に
お
い
て
は
，
こ
れ
ら
の
延
長
に
あ
た
る
崖
地
形
は
現
状
で
は
見
い
出
せ
な
い
．
20
0
西
数
10
cm
～
1m
“
野
口
氏
宅
敷
地
東
縁
の
石
垣
”
は
史
料
と
整
合
，
地
震
断
層
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
史
料
と
の
関
係
の
項
で
は
こ
こ
ま
で
し
か
言
及
し
て
い
な
い
が
，
の
ち
の
考
察
で
こ
の
小
崖
地
形
全
体
を
地
震
断
層
と
考
え
て
い
る
）
36
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
段
ノ
原
沖
積
低
地
内
に
，
南
北
に
連
続
す
る
小
崖
地
形
が
発
達
す
る
．
g
付
近
で
は
，
東
に
向
か
っ
て
発
達
す
る
急
勾
配
の
沖
積
扇
状
地
の
扇
頂
近
く
に
あ
っ
て
流
路
に
直
交
す
る
よ
う
に
の
び
て
い
る
の
で
，
侵
食
崖
と
は
思
え
ず
，
沖
積
扇
状
地
が
西
側
上
が
り
に
変
位
し
て
生
じ
た
変
動
崖
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
れ
は
南
へ
連
続
し
，
h
付
近
の
山
麓
際
に
位
置
す
る
ご
く
幅
狭
い
段
地
形
の
前
縁
を
限
る
や
や
明
瞭
性
を
欠
い
た
崖
へ
と
続
い
て
い
る
．
-
西
-
（
史
料
と
の
関
係
の
項
で
は
言
及
し
て
い
な
い
が
，
の
ち
の
考
察
で
こ
の
小
崖
地
形
全
体
を
地
震
断
層
と
考
え
て
い
る
）
41
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
段
ノ
原
岡
田
川
に
沿
っ
て
分
布
す
る
沖
積
低
地
面
（
谷
底
面
）
に
，
東
側
低
下
の
変
位
の
結
果
を
示
唆
す
る
傾
斜
異
常
が
認
め
ら
れ
る
．
-
西
-
（
史
料
と
の
関
係
の
項
で
は
言
及
し
て
い
な
い
が
，
の
ち
の
考
察
で
こ
の
小
崖
地
形
全
体
を
地
震
断
層
と
考
え
て
い
る
）
42
長
野
市
篠
ノ
井
岡
田
岡
田
川
と
河
流
A
の
谷
口
付
近
と
の
間
・
・
・
東
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
分
布
高
度
を
下
げ
て
き
た
M
面
，
L
面
が
と
も
に
地
点
jか
ら
k
に
至
る
一
線
上
で
急
に
凸
面
を
な
し
て
撓
み
下
が
り
，
撓
曲
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
．
さ
ら
に
そ
の
南
側
延
長
部
を
横
切
る
河
流
A
沿
い
の
谷
底
面
上
に
も
顕
著
な
高
度
不
連
続
が
認
め
ら
れ
，
東
向
き
の
崖
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る
．・
・
・
lか
ら
m
，
n
を
経
て
o
に
続
く
低
崖
地
形
は
・
・
・
沖
積
低
地
面
上
に
形
成
さ
れ
た
東
向
き
撓
曲
崖
と
見
な
せ
よ
う
．・
・
・
地
点
o
以
南
で
は
・
・
・
そ
の
続
き
は
，
玄
峯
院
の
東
か
ら
宇
土
沢
川
の
す
ぐ
北
（
地
点
p）
ま
で
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．
-
西
-
（
史
料
と
の
関
係
の
項
で
は
言
及
し
て
い
な
い
が
，
の
ち
の
考
察
で
こ
の
小
崖
地
形
全
体
を
地
震
断
層
と
考
え
て
い
る
）
 *
 カ
ッ
コ
付
は
お
お
よ
そ
の
位
置
の
み
判
明
　　　　190 191　　　　
Hosei University Repository
謝辞
　倉石和彦氏（長野市教育委員会）には地点7に関する知見をご教示いただい
た。また資料収集等の作業において、多数の方にお世話になった。記して感謝の
意を表する。なお本稿は筆者の京都大学大学院理学研究科博士学位論文主論文の
一部を改訂してまとめたものである。
引用文献
赤羽貞幸・北原糸子編著，2003，「善光寺地震に学ぶ」，信濃毎日新聞社，177p．
粟田泰夫・奥村晃史・佃　栄吉，1987，善光寺地震断層系に関する史料と地震断層の現況，歴
史地震，3，166-174．
江口善次編，1963，「豊田村誌」，1017p．
飯島　豊，1997，25．弘化四年善光寺大地震妻科村の被害状況，妻科公民館編，「つましな風
土記」，209p，98-102．
飯山市誌編纂専門委員会編，1993，「飯山市誌歴史編（上）」，896p．
池田安隆・今泉俊文・東郷正美・平川一臣・宮内崇裕・佐藤比呂志編，2002，「第四紀逆断層
アトラス」，東京大学出版会，254p．
Imamura, A., 1930, Topographical changes accompanying earthquakes and volcanic eruptions, 
Publications of the Earthquake Investigation Committee in Foreign Languages, 25, 1-143.
金田平太郎・岡田篤正，2002，1943年鳥取地震の地表地震断層－既存資料の整理とその変動地
形学的解釈－，活断層研究，21，73-91．
活断層研究会編，1991，「新編日本の活断層－分布図と資料－」，東京大学出版会，437p．
鬼頭康之，2004，善光寺西町の善光寺地震，信濃，56，869-810．
小林計一郎，1969，「長野市史考－近世善光寺町の研究－」，吉川弘文館，844p．
共和小学校開校百年記念事業実行委員会百年史委員会編，1974，「共和小学校百年史」，
469p．
松田時彦，1972，1930年北伊豆地震の地震断層，星野通平・青木　斌編，「伊豆半島：杉山隆
二先生還暦記念論文集」，東海大学出版会，415p，73-93．
松田時彦，1974，1891年濃尾地震の地震断層，東京大学地震研究所研究速報，13，85-126．
松田時彦・山崎晴雄・中田　高・今泉俊文，1980，1896年陸羽地震の地震断層，東京大学地震
研究所彙報，55，795-855．
　　　　192 193　　　　
Hosei University Repository
宮内崇裕・東郷正美・堤　浩之・金　幸隆・武田大典・宇根　寛・小田切聡子，2000，1:25000
都市圏活断層図「飯山」，国土地理院技術資料D・1－No.375．
武者金吉編，1941，「増訂大日本地震史料第三巻」，文部省震災予防評議会，933p．
永井善左衛門筆・小林計一郎監修，1985，「弘化四年善光寺大地震図会：地震後世俗語之
種」，銀河書房，270p．
長野市誌編さん委員会，2004，「長野市誌第四巻歴史編近世二」，934p．
中野市立延徳小学校，1988，「延徳学校と地域の沿革」，633p．
中田　高・今泉俊文編，2002，「活断層詳細デジタルマップ」，東京大学出版会，68p+DVD2
枚+付図1葉．
岡田篤正・松田時彦，1997，1927年北丹後地震の地震断層，活断層研究，16，95-135．
Okada, S. and Y. Ikeda, 2012, Quantifying crustal extension and shortening in the 
back-arc region of Northeast Japan, Journal of Geophysical Research, 117, B01404, 
doi:10.1029/2011JB008355.
奥村晃史・粟田泰夫・佃　栄吉・池田国昭・安田　聡・渡辺和明・宮崎純一，1988，長野盆地
西縁の活構造と地震活動，日本地理学会予稿集，33，8-9．
大森房吉，1913，弘化四年三月二十四日ノ善光寺大地震，震災予防調査会，本邦大地震概説，
震災予防調査会報告，68（乙），93-109．
佐山　守・河角　広，1973，古記録による歴史的大地震の調査（第一報）（弘化四年三月
二十四日善光寺地震），東京大学地震研究所研究速報，10-2，1-50．
信濃毎日新聞社開発局出版部編，1977，「弘化四年善光寺大地震」，信濃毎日新聞社，240p．
杉戸信彦・岡田篤正，2004，1945年三河地震の地表地震断層，活断層研究．24，103-127．
Sugito, N., A. Okada, and H. Tsutsumi, 2010, Geologic evidence for surface rupture associated 
with the 1847 M 7.4 Zenkoji earthquake at Dannohara, Nagano City, Japan, Bulletin of the 
Seismological Society of America, 100, 1678-1694. doi: 10.1785/0120090171.
杉戸信彦・松多信尚・廣内大助・石山達也，2013a，1847年善光寺地震に伴う飯山城下町の地形
変化，日本活断層学会2013年度秋季学術大会講演予稿集，P-3，茨城，11月．
杉戸信彦・鈴木毅彦・石山達也・廣内大助・今泉俊文，2013b，長野盆地西縁断層帯，飯山市街
地付近の平均変位速度，日本地震学会講演予稿集，P2-23，神奈川，10月．
田中修一編，1955，「飯山町誌」，566p．
東郷正美，2002，小松原断層沿いにおける1847年善光寺地震時の地表変位，活断層研究，22，
45-54．
東郷正美・堤　浩之・宮内崇裕・大石　超・宇根　寛・小田切聡子，2000，1:25000都市圏活断
　　　　192 193　　　　
Hosei University Repository
層図「長野」，国土地理院技術資料D・1－No.375．
東京大学地震研究所編，1988，「新収日本地震史料第五巻別巻六ノ一・六ノ二」，1834p．
堤　浩之・東郷正美・宮内崇裕・大石　超・宇根　寛・小田切聡子，2000，1:25000都市圏活断
層図「中野」，国土地理院技術資料D・1－No.375．
宇佐美龍夫・石井　寿・今村隆正・武村雅之・松浦律子，2013，「日本被害地震総覧599-
2012」，東京大学出版会，724p．
八木貞助，1947，弘化四年の善光寺地震に随伴し継続したる陸地変形に就て，帝国学士院紀
事，5，180-186．
八木貞助著・八木健三増補，1958，「上水内郡地質誌」，上水内教育会，480p．
　　　　194
Hosei University Repository
